
令和 6年度第 3回チーム有馬郡合同研修交流会 

◆地域包括ケアシステムの「基本のキ！」を学ぼう =救急編①= 

アンケートまとめ 

 

日時：令和 6年 10月 23日 (水) 13：30～15：30 

場所：三田市総合福祉保健センター 多目的ホール 

参加者：94名(講師・関係者・スタッフ含む)  回答数：73名(回答率 77.7%) 

 

問１ 所属、職種について教えて下さい。 

所属について  

 

 

職種について
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問２ 今日の研修会全体について、最も近い数字に１つ、〇をつけてください。 

（1不満-5満足）

 

問３ 研修会の内容についてお聞きします。 

●「知ってるつもり?!～DNAR～」の講義について最も近い数字に○をつけてくだい。 

（1理解出来なかった-5理解できた） 

●「救急隊の役割」の講義について最も近い数字に○をつけてください。 

（1理解出来なかった-5理解できた）

 



●「グループワーク」について、最も近い数字に○をつけてください。 

（1参加出来なかった-5積極的に参加出来た）

 

問４ 今回のテーマの「救急」について、もっと詳しく知りたいと思うことはありま

すか 

急変時について 

・救急としてどの程度で救急車を呼んでいいのか判断が難しい 

・どのレベルで救急車を呼べばいいのか現場判断で難しいことがあるので実際の事例

があれば知りたい 

・救急車を呼ぶタイミングが分からないので。詳しい例などを広報と一緒に配布して

ほしい 

・急な時に判断の基準 

・認知症の方の救急要請について知りたい 

 

救急現場について 

・救急車を呼んでも帰ってもらうことはできるのか。（急変している。DNARがある。

訪問看護がいる場合） 

救急搬送時 情報書がある場合でも、施設職員が同乗しないといけない理由 

・家族がいない場合どうなりますか？救急要請したが家族と疎遠など実際このことで

困りました 

・家族が遠方か連絡が取れない 身寄りがない人の場合 CMが一緒に同行は必ず必要

なのでしょうか。 

・DNARの方が運ばれてきた後の対応（病院として） 

 

情報シートについて 

・キタールさん手帳 みやっこケアノートの活用 普及活動についても知りたい 

・救急連絡シートの活用方法 誰がどこに等わかりやすくできないか更新が大変 

 



その他意見 

・ディスカッションできたらうれしいかも 

・病院編 在宅編みたいに分けて「救急」をテーマに教えてほしい 

・DNARについて理解できました。日本は家族の意見が強いと思いました。 

・救急についての考え方が少し変わった 

・全てもっと深く知りたい 

・＃７１１９について 

・定期的に連携会をしてほしい 

・患者さんをスムーズにつなげるために何に気をつければよいのか知りたい 

・今回のグループワークをした内容を講師側からの意見を聞きたい 

・グループワークで地域の実情がわかってよかった。課題もみえました。自分の施設

で共有をしていきます。 

 

 

問５ 講義等への質問や感想があれば自由にご記載ください。 

講義について 

・救急車を呼ぶべきかの判断に迷ったときに＃７１１９というのを積極的につかいた

いです 

・西川先生のお話を持って聞きたい。お話がステキでした。 

・知らないこともわかったし DNARについてよくわかった 

・西川先生のお話が楽しくてすっと頭に入ってきました。みやっこケアノートはよい

ノートです。三田でも作っていただきたい。 

・西川 DRの講義はユーモアを交えて楽しく聞かせていただいた 

・よくわかりました 

・DNARの確認の必要性を学んだ 

・再考する機会になりました 

・とても勉強になりました。 

 

質問 

・救急の対応が地域により違うことがわかった。今後統一されるのか？ 

・救急隊の救急要請した場合、DNARになっていても、救急処置を必ず行うことを知

り、あやまって家族が救急要請した場合はどうなるのかが疑問 

・DNARの確認ができている方を救急搬送したら病院の受け入れた対応はどうなるのか 

 

情報シートについて 

・情報シートについての配布情報を知りませんでした。アナウンスの機会があればあ



りがたいです。 

・西川先生のお話が楽しくてすっと頭に入ってきました。みやっこケアノートはよい

ノートです。三田でも作っていただきたい。 

・神戸にも西宮のような手帳で自由に他の職種で連携して情報を書けるページがあれ

ばいいなあと思いました。キタールさん手帳は、本人が希望しないともらえないのか 

積極的に配布するのか 病院にもおいてほしい 

 

GWについて 

・他職種の意見が聞けてよかってです 

・グループワークが勉強になりました 

・多職種の視点でディスカッションができてよかったです 

・自由にグループワークで発表できてよかった 

・看護師の意見が勉強になりました。色々な目線で話し合える機会が貴重だと思いま

した 

・グループワークの時間がもう少しほしかった 

・グループワーク楽しかった 

 

その他意見 

・延命処置のことの話合いにふみこむことが難しい 

・人生会議 死について語らない日本の文化。導入が難しい。「オレを殺す気か！」と

出禁にならないよう国をあげての ACP啓発してほしい 

・急変等とは⇒判断することが医療従事者がいない現場では判断が難しく、救急車を

呼んでなんとなく「こんなことで呼ばないで」と医師や救急隊から言われたことがあ

ると聞いたことがあります。判断できないと、上に相談したりと時間もとられます。

本当に、すぐに救急車を呼んでいいのであれば、このような対応をなくしてほしい。 

・私なんかがなんかが参加しても良いのかなって迷っていましたが、「誰でも参加して

も良いのですよ」と言われ、参加してよかったです。楽しかったです。 

 


